
平城京東市周辺ほか出土の
漆紙文書

平城山跡発品~i制査書11J.k料調査室では、以{Jíj の~，\J:tr:で'1 1'，

土した漆紙文:!?を順次再調査しているが、今|叫、強JlIIの

終了した3次分の調査で出土した資料について幸lift?する。

第93次調査出土文書 平城京左京八粂三jJj(京市周辺見〈

北地域)そ調査した第93次調査 (1975年)において、九・

十坪の坪境小路市(J!I]椛S01155か らl点の漆紙文子i-カta'J'， 

土した。|白lじ械からは{也に、郷制下の付札を合む木!F.i合

計25点、「法所Jr上手j'J r紀伊Jr古!りなどと起さ れた214
平減宮第93)，欠調査出土漆紙文.ω

人1(lj盟主!:土日号、漆塗小薬輩、漆塗*=製也、漆!文

字i'i、漆控託iJTII断)午、後ih伝し;(1)、漆容器(ニl二附I時IIIL・料、

Ji:こtffi、
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ヒノキ製IUI物)、漆刷毛・箆などカr11'， -1.:.してお

り、付近に機器工JAが存在することを想定できる (r・li減

点左京八条三jJj発椴調子E概報J 1976年、 r平JJ1J.木簡概幸I~llJ 

~n忠総虫、

1977年)。

漆紙文-ell- は多くの断片に分離している。 これ らを1~令

するとllJ'iの断片にまとめるこ tができるが、 ItJrJ'j・-1'1171:
の位置|刻係は不明である。漆容器のi夜而の紋辺者flにあた

る円孤状の古fl分が伐っており、 これからn'(径を1(t定する

と、約15-18cm1:考えられる。11片の断片・の うち、品川:

は9片のオモテ而(i奈の付者していない而)に判読不IIf

能な文字をや7めて訂20字確認できる。 このうちまとまっ

りの.Qい音1I分で観察すると、宇の大ちさは約8mml到方て‘

ある。w紛い ffJlj惨などは認められな L、。紙??については
水て i~Ai らすなどの方法で観察を試みたが、 blM.点は確認で

たLULlj:の判読できるA.Bの 2片について釈文を別拙し

た。A断片についてみると字の大きさ はが'J].4cm凹)j、行

IIlJ は約1.9cmである。界線、印彩、;f4ki'f文;!?などは雌認で

きなかった。

第154次調査出土文書 内以来方~ ，~I.j1ì:した第 154次調査

この地区を南流する宮内の基幹排水路である

S02700から 1点の漆紙カr:1'，七した。これら未報告資料で

ある。同じj昨か らは漆喰川刷毛のほか、 1778点の木簡も

において、

きない。

第13ト31次調査出土文書 平域京左京二条二jJj十三Tfを

調査した第131-31次調査(1982年)において、造物包合

l刊から 1 点の漆;fl~文 -J!: が11'1土した。 調査の報告は奈良 11，1

立文化財研究所制 r・ド城京左京二粂二幼十三坪の発4~1!，附

( r ll~58平J成概相J 1984年、 r'riJJlX木簡概報fH1'1している1tJ (1984年)において|日lー坪内の他の調:Fi!とあわせてお

17J 1984'f-)。こなっているが、本文J!:については未4qlift;であるので、

この文21iーも淡のパレッ卜にJ1 J L、たクロメ漆1-J'，{fの土r.iIiここ に収載する。

慌の料を誼っているが、完イがせず、木-*のn'(径は不明で7¥丈文:!?は淡のパ レッ卜 に用いたと忠われる il'(筏12，6cm

ある。伐存古1I分は約9cmJl4)jのi祈J'j・となっている。ii!占痕を祖っ(平城宮.:1'.出IV)のク ロメ燦1.]'::{fの土日ili協の椀A

は目白:JZできなかった。ている。紙J'lf本の造作状況はきわめて恐い。!Wiilまオモ

(吉尾谷知浩/ ・l鴻'::';~1êぬi調査部)

19 会主研 '1'.韓1/19971 

テ而に 2行分認め られ、釈文は別mのとおりである。伐




